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わたし いな み かんたく

　私は、小学校の近くの稲波干拓にオオヒシクイの観
じっさい

察に行きました。一番心に残ったことは、実際に望遠

鏡で初めてオオヒシクイを見たことです。オオヒシク

イの飛んでいるところはとてもかっこよく、じゃれ合っているところは

とてもかわいいと思いました。
かり

　また、雁の里の会の方々がオオヒシクイについていろいろ教えてくれ
はな

ました。オオヒシクイが国の特別天然記念物であることや遠く離れたロ

シアからやってくることなど、初めて知ることがたくさんありました。
ち いき

　観察を通して、私は自分たちの住んでいる地域に国の特別天然記念物
おどろ

であるオオヒシクイが飛んでくることにとても驚きました。そして、こ

れからもずっと、私たちの地域にオオヒシクイが来られるように、この
ゆた ひら の め い

豊かな自然を大切にしていこうと思いました。 （３年　平野恵衣）

ワカサギの稚魚を放流

わたし

　私は、ワカサギの人工ふ化体験を学校でして、その
ち ぎょ かすみが うら

後ふ化したワカサギの稚魚を霞ケ浦に放流しました。

そこで、楽しかったことや思い出に残っていることが

三つあります。
たまご

　一つ目は、ワカサギの観察です。ワカサギが卵からかえった時は、す
とうめい

ごく小さくて透明だったので、見つけるのがとても大変でした。
い とうよし お

　二つ目は、ゲストティーチャーの伊藤義男さんがワカサギについてい

ろいろ教えてくれたので、新たな発見をたくさんすることができました。

　三つ目は、ふ化したワカサギの稚魚をみんなで放流したことです。ま

だ小さいワカサギの稚魚が霞ケ浦で大きく育ってほしいと思います。そ
ぜつめつ

して、ワカサギが絶滅しないようにこれからもワカサギについて勉強し
やなぎまちいち か

ていきたいです。 （４年　柳町苺花）
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わたし さくらがわ あ ば ふっ と

　私たちの桜川小学校は、阿波小、古渡
うきしま とうごう

小、浮島小の３校が統合して３年前にで
かすみが うら こ はん ゆた

きた霞ケ浦湖畔にある自然豊かな学校で

す。これまでの三つの小学校で行ってき

た「ふるさと学習」を桜川小としても行

っています。阿波地区に昔から伝わるあ
えんそう

んばばやしを演奏したり、ホタルやワカサギを育てて放
ち いき でんとう

流したりしています。地域の伝統や自然を守ることはと

ても大切なことです。これからもこれらの「ふるさと学

習」を続けていきたいと思います。
い がくねん

　また、中学校・こども園との交流や異学年交流も行っ

ています。６年生と中学生によるオンラインでのいじめ

フォーラム、１年生とこども園年長児による秋まつり、
はん

月に１回のたてわり班での異学年交流。「『さ』いこう

な仲間と『く』じけない心で『ラ』ンドセルいっぱいの

思いやりをもち『が』んばる努力をおしまずに『わ』ら
え がお

い合える学校」をスローガンに、みんな笑顔で元気いっ
くろ だ み れい

ぱいがんばっています。 （６年　黒田美伶）

災害について学習する児童

そうごうてき さいがい

　総合的な学習の時間に災害についての自由研究をし
じ しん つ なみ

ました。自由研究では、地震、台風、津波などの災害
ぼうさい

や防災リュックの中身など、いろいろなことを調べ知

ることができました。

　特に「昔にあった大地震」についてインターネット

を活用して調べました。調べていく中で、東日本大震
わたし けいけん

災などのことが書かれていました。私は、このような大地震を経験した
じっさい

ことはないけれど、実際に東日本大震災が起きた３月�日のニュースを
ぜったい

見てみると、このような地震は絶対に起きてほしくないと思いました。

　しかし、地震はいつ起こるか分かりません。だからこそ、今回学校で

学んだことを生かして、これからもし大地震やさまざまな災害が起きて
じゅんび

も、そのとき正しい行動がとれるよう、防災リュックの準備や自分でで
さか い り の

きることをしていきたいと思います。 （５年　坂井莉乃）
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